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研究成果の概要（和文）：満洲人が中国を支配し、東アジアにユーラシア帝国、「大清グルン」

という満洲帝国を構築する中で、占領下の様々な伝統文化に再処理を施して国家統治の道具と

した。演劇も娯楽的要素とは別に儀礼的な要素が加えられ、儒教の古典的礼楽とは異なる新た

な礼楽として、国内・国外へ発信することになった。これが清朝宮廷演劇であり、地方都市や

郷鎮各地で演じられていた宗教儀礼の色彩濃い民間の演劇とは性格を異にする。 

 
研究成果の概要（英文）：As the Manchus extended their rule over China and built up the 
Manchu empire (Daicing gurun), a Eurasian empire, in East Asia, they reprocessed various 
forms of traditional culture in the regions they occupied and used them as instruments 
of state rule. In the case of the theatre, ritual elements were added to elements 
associated with entertainment, and it came to be promoted both inside and outside China 
as a new form of ritual music, differing from the classical ritual music of Confucianism. 
This was the court theatre of the Qing, and it differed in character from the folk plays, 
with their strong tinges of religious rites, that were performed in provincial cities 
and throughout the countryside. 
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１．研究開始当初の背景 

(1)今日の中国における伝統文化は、主とし
て明清時代に形成され、中国社会、東アジア
社会での文化形成に多大な影響を与えた。ま
た、華僑などを通して東南アジア、そしてヨ
ーロッパ・アメリカまでにもたらされて、独

自の文化を定着させている。その伝統文化の
中核となったものに、演劇文化がある。 
 
(2)中国での演劇の歴史は長く、宋元時代に
様式を定め、清代に至って宮廷演劇の成立の
結果、伝統文化の結晶とも言うべき存在とな
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った。そして、近代・現代中国では文学・芸
術・芸能と一体化して社会のすみずみに溶け
込み、過去中国の歴史や社会規範、人間関係、
美意識などを伝えつつ、多様な展開を遂げて
いる。 
 
(3)中国演劇研究は文学史的研究に重点が置
かれ、社会構造などからは切り離されていた。
近年、地方劇の研究から、新しく社会史から
の演劇史研究が進展している。しかし、演劇
の歴史の中で演劇文化を国家事業に組み込
んだ清朝の演劇文化をめぐる具体像は取り
上げられず、断代史的な形で宋元、明、清そ
して民国・現代で演劇史が辿られるに過ぎな
い。 
 
(4)そのような従来の清朝宮廷演劇研究の持
つ限界、つまり、清代演劇の研究が文学史的
研究に止まっていた点を鑑み、大戯の主要な
作品のテキスト研究のみならず、作品成立の
文化史的背景などを探り、清代文学の空白部
分を補填する一方、東アジア冊封体制の中で
の展開を考察し、清朝の文化政策を明らかに
することにより、現代中国をより適切に理解
することが重要ではないかと認識するに到
った。その背景には、現代中国を規定する時
代が大清グルン、つまり清帝国であるという
最新の史学成果がある。 
 

 

２．研究の目的 

(1)清朝の宮廷演劇の作品内容の全貌、及び
明代小説が宮廷演劇本に編成される文学
史・芸能史上の流れを明らかにする。 
 
(2)国家事業としての宮廷演劇が持つ政治性、
そして演劇文化に政治的色彩が混入してい
く過程を明らかにする。 
 
(3)清朝宮廷演劇が地方演劇形成に与えた影
響を導き出す。 
 
(4)清朝が外国使節に宮廷演劇を鑑賞させた
ねらい、外国使節が宮廷演劇をいかに理解し、
自国の演劇文化と結合させたか否かを明ら
かにする。 
 
(5)中国の近現代における演劇の政治的利用、
清朝宮廷演劇資料の整理と出版に見る政治
史的動向、社会との係わり合いを明らかにす
る。 
 

 

３．研究の方法 

(1)研究テーマは内府演劇の大戯・節戯と内
府本及び演劇資料研究、清朝政治体制史の研
究に分別し、フィールド調査文献研究を導入 

して研究を進める。 
 
(2)全体組織の運営は、推進代表者が統括し、
研究協力者等との連絡や協力を得る他、研究
情報をホームページに掲載し、ニューズレタ
ーを発行する。 
 
(3)大戯については、新たな資料発見などの
状況が起こった場合、分担研究に当初ない作
品も組み入れる。 
 
(4)研究成果の公表及び情報交換のために、
東アジア演劇文化に関する研究会を実施す
る。また、研究集会の際、幅広いジャンルの
若手研究者や学生を研究活動に取り込む。 
 
 
４．研究成果 
(1)清朝の宮廷演劇は、漢族の明朝の宮廷演
劇とは異なり、国家行事として扱われた。そ
のため、演劇文化の担い手は主に皇帝の手中
にあり、南府や昇平署は演劇維持の実務を担
っていたにすぎなかったことが導き出され
た。 
 
(2)宮廷承応戯には月令承応戯などがあり、
国家行事では大戯、上演されていた。 
 
(3)大戯及び節戯の作者は、明代の長編小説
の他、清朝廷の偉業や事業を取り入れて作品
構成を行なった。そして、乾隆後期に儀典戯
の色彩が強くなるとともに、テキストに大幅
な改訂を加え、同名異種の作品化の道を歩ん
で行った。その背景には、皇帝や王朝の意向
が反映することを求められていたことがあ
った。 
 
(4)中国の『古本戯曲叢刊』所収宮廷大戯と
は異なる異本鈔本の存在、或は、旧来の作品
を改作した新作の演目が多数あることが判
明した。 
 
(5)宮廷演劇が編集される際、旧来の演劇も
利用されたが、張照ら廷臣はサロンの幕僚ら
の知識を利用して新たな展開を組み込み、従
来言われていたような小説を演劇仕立てに
したものではないことがわかった。 
 
(6)四庫全書編纂、平定ジュンガル戦、文殊
信仰など、清朝と係わりの深い事項は宮廷演
劇の題材となった。 
 
(7)節戯の概念は幅広く、月令承応戯が中心
で、民間演劇に影響を与えた。 
 
(8)朝鮮朝の使臣やベトナムの使節、モンゴ
ル王侯らが宮廷演劇や地方劇に接した態度



 

 

は一様ではなく、ベトナム使節が最も親近感
で捉え、モンゴル王侯は一部の王族を除けば
漢族の演劇には冷淡な態度にあった。 
 
(9)内府本演劇作品の中で、従来紹介された
ことがない 11 種（鈔本）をカラーで複製を
作り、その解説を添えて国内・国外に発信し
た。 
 
(10)研究分担者以外、若手研究者の育成に務
め、中国小説と演劇文化を中心とした次代の
研究者育成につなげることが出来た。 
 
(11)本研究活動を通して、国際的に清朝宮廷
演劇文化の研究方法を広く発信することに
なり、中国や台湾ヨーロッパの研究者、とり
わけ若手研究者に刺激を与えることが出来
た。 
 
(12)清朝史研究上、宮廷演劇文化が極めて重
要な事項の一つであることを発信し、今後文
化史のみならず、政治史でも重視すべきこと
を呈示することになった。 
 
(13)京劇の源泉の一つである徽劇が北京で
盛興となったのは、通説よりも早く、宮廷演
劇には民間劇団やテキストが取り込まれて
いることから、相互の緊密な関係が判明した。 
 
(14)清朝宮廷演劇は、民国になると軍閥や資
本家が、共和国になると共産党幹部が利用し、
その政治的側面が生き延びて今日に及び、中
国人の日常生活に浸透した点が明らかにさ
れた。 
 
(15)文化大革命の発動と『古本戯曲叢刊』第
九集の編集とが深く係わっていて、その内容
に宮廷演劇の作品が収められていたことと
も関係していた点が示唆された。 
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